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出
る
ほ
ど
。
同
店
の
28
席
は
満
席

に
な
っ
た
。
同
日
は
、
勝
部
市
長

や
生
産
者
代
表
の
佐
藤
弘ひ

ろ

征ゆ
き

さ
ん

ら
も
駆
け
つ
け
、
い
わ
て
南
牛
や

南
部
一
郎
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
、
一
関

の
豊
富
な
食
材
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
し
た
。

　

今
回
は
一
関
地
域
産
の
食
材
が

メ
ー
ン
。
▽
つ
ぼ
み
菜
の
お
ひ
た

し
▽
南
部
一
郎
の
変
わ
り
３
種

▽
黄
金
米
豚
の
角
煮
▽
凍
み
豆
腐

と
凍
み
大
根
の
煮
物
▽
一
関
野
菜

の
和
え
物
▽
黄
金
米
豚
の
豚
バ
ラ

焼
▽
い
わ
て
南
牛
の
厚
切
り
２
種

（
サ
ー
ロ
イ
ン
、
上
モ
モ
）
▽
曲
り

ネ
ギ
と
舞
茸
の
ホ
イ
ル
焼
き
▽
骨

寺
荘
園
米
▽
一
関
産
野
菜
の
ポ
ト

フ
▽
が
ん
づ
き
と
黄
金
団
子
▽
南

部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン
―
の
全

12
品
。

　

日
本
に
１
２
８
あ
る
大
使
館
の

う
ち
、
40
を
超
え
る
大
使
館
が
集

う
東
京
・
六
本
木
。
世
界
中
の
文

化
や
感
性
が
集
い
、
交
差
す
る
国

際
色
豊
か
な
街
だ
。
六
本
木
の
シ

ン
ボ
ル「
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
か

ら
歩
い
て
３
分
ほ
ど
の
一
等
地
に

「
格
之
進
Ｒ
（
六
本
木
店
）」（
本
店
・

本
市
川
崎
町
、
千
葉
祐ま

す

士お

社
長
）

が
あ
る
。
こ
こ
が
今
回
の
舞
台
。

東
京
で

　
一
関
を

　
売
る

　

一
関
市
と
関
係
の
あ
る
首
都
圏

の
飲
食
店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
一

関
産
食
材
の
魅
力
を
伝
え
る「
う

ま
い
も
ん
！　

ま
る
ご
と　

い
ち

の
せ
き
の
日
」
は
、
勝
部
修
市
長

が
掲
げ
る
地
産
外
商
の
一
環
。
記

念
す
べ
き
第
一
回
は
３
月
30
日
、

こ
こ
六
本
木
の
格
之
進
Ｒ
で
開
か

れ
た
。
予
約
は
あ
っ
と
い
う
間
に

定
員
に
達
し
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が

地
元
の
食
材
を
地
元
で
消
費
す
る
地
産
地
消
に
対
し
、

外
で
商
い
を
す
る
「
地
産
外
商
」。

い
ち
の
せ
き
の
「
う
ま
い
も
ん
」
を
東
京
に
売
り
込
ん
で

一
関
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
勝
部
市
長

は「
丁
寧
に
育
て
ら
れ
た
い
わ
て

南
牛
は
、
市
場
の
評
価
も
高
く
、

肉
本
来
の
う
ま
み
が
凝
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
究
を
重
ね
て
作
ら
れ

た
南
部
一
郎
カ
ボ
チ
ャ
の
特
徴
は

糖
度
の
高
さ
。
じ
っ
く
り
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」と
紹
介
し
た
。

参
加
者
は
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
だ
。

　

本
市
千
厩
町
出
身
の
慈
恵
医
大

看
護
師
岩
渕
久
美
さ
ん
は「
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
し
、
地
元
の
知

ら
な
い
食
材
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
友
人
に
も
広
め
た
い
」

と
に
っ
こ
り
。

　

骨
寺
村
荘
園
米
研
究
会
と
同
荘

園
カ
ボ
チ
ャ
研
究
会
の
佐
藤
会
長

は「
以
前
か
ら
一
関
の
優
れ
た
食

材
を
広
く
発
信
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
、
市
長
の
地
産
外
商
に
賛
同

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
お
い
し

い
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
言
葉
を
弾
ま
せ
る
。

　

勝
部
市
長
は「
評
判
上
々
、
好

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安

全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

一
関
産
を
ど
ん
ど
ん
売
り
込
み
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

　

市
は
一
関
市
と
関
係
の
あ
る
飲

食
店
と
連
携
し
、
各
地
域
の
特
色

あ
る
食
材
を
紹
介
し
て
い
く
。
次

回
は
５
月
18
日
、
大
東
地
域
の
食

材
を
中
心
に
開
く
予
定
だ
。

動
き
出
し
た

地
産
外
商

一関のお店が六本木に出店するなん

て、すごいことだと思いました。初め

て食べた食材もあり、古里を知る機

会にもなりました。東京に住む私た

ち一人一人が応援隊となって、多く

の人にＰＲしていきたいです。

岩渕久美さん
慈恵医大看護師　千厩町奥玉出身

東京で一関の食を味わえることはう

れしいことです。でも、その前提とし

て一関で消費されることはもっと大

事。地産外商は地産地消の上に成り

立ってこそ真のブランド力が発揮さ

れるものだと思います。

吉田敏弘さん
本寺地区と親交の深い國學院大文学部教授

六本木店オープンから３年。肉本来

のおいしさを理解してくださるお客

さまが増えました。品質へのこだわ

りやおいしさの追求など、明確な目

標を掲げて、スタッフ全員が心を一

つにして頑張っています。

柳原祐也さん
格之進Ｒ（六本木店）店長　花巻市石鳥谷町出身

格之進R（六本木店）
東京都港区六本木7-8-16 小河原ビル2F
Tel 03・6438・9629

丑舎格之進（川崎本店）、五代格之進（一関店）、格之進

TOKYO（桜台店）に次ぐ4店舗目。グループ牧場で一頭

一頭の特性を見極めながら育てられた最高品質の牛を

最適な状態で提供。Ｒ（六本木店）㊨は都営大江戸線

六本木駅徒歩３分。東京ミッドタウン㊧のすぐそば。４

月27日には市内にミートレストラン格之進もオープン

「うまいもん！　まるごと　いちのせきの日」で提

供された12 品1つぼみ菜のおひたし2南部一
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㊤あいさつに立った勝部修市長は、

地産外商の取り組みと一関の優れ

た食材を紹介した

㊧会場の格之進Ｒは満席に。参加

者は経済産業省、大手企業、研究所、

大学や医療機関など多彩な顔ぶれ

特集2




